








実際に 1979 年には木星からの X線の兆候が Einstein 衛星によって検出されていた。しか
し、当時は観測技術の制約から放射機構や放射の正確な場所の議論は難しかった。その後、
1996年に彗星からの X線放射が見つかったのを契機に、2000 年代に打ち上げられた米 






 太陽系天体の中でも最も X線光度が大きく、多様な X線放射を見せるのが木星である。
木星は半径約 7万 km と地球の十倍程度の大きさながら、自転周期は約 10 hr と高速であ
り、金属水素核の高速自転によって強力かつ強大な磁気圏を持つことが過去の太陽系探査
などから分かっている。赤道付近での磁場強度は約 4 Gと地球の約 10倍であり、太陽側の








































らの放射は太陽活動と共に 0.2-1 keV、1-5 keV 帯ともに 2-5倍変動するのに対して、広が





た。過去の太陽系探査に基づく Divine & Garret の経験的モデルと比較すると X線光度は
約 100倍小さい。モデルから予想される X線空間分布を実際の観測イメージと比較すると、
木星近傍の約 5木星半径では約 10倍程度の違いだが、それ以遠では約 100倍程度合わない。
一方、先行研究から、木星近傍では MeV 電子のシンクロトロン電波が観測され同モデルに
対して約 5-10倍の電子密度の超過が示唆されており、今回の結果と一致する。ここから観













論文の主要部分は、約 1ヶ月英国 University College London に単身滞在して行ったもの
であり、国際的な研究能力も申し分ないと考えられる。以上により、本研究は博士(理学)
の学位に十分値するものと判定した。 
 
4. 最終試験の結果 
本学の学位規定に従って、最終試験を行った。公開の席上で論文内容の発表を行い、物理
学専攻教員による質疑応答を行った。また、論文審査委員による本論文および関連分野の
試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、合格と判定した。 
 
